
                        

気温も上がり農作業を開始する時期となってきました。長野市の桜開花予想(3/26日本気象協会発表)が 3/30頃と平

年より 10日ほど早い予想です。管内でも 10日ほど生育が早まると予想されます。 

また、カイガラムシの発生が目立っています。枝の背面や粗皮の内側などの散布死角となる場所にいるので薬剤散布の

前に粗皮はぎを行い、初期密度の低減を図りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

粗皮はぎポイント 

目的：カイガラムシ・クビアカスカシバ等の主幹害虫対策・初期密度の低減 

時期：藁外し終了後（４月上旬頃） 

ポイント 

⚫ 休眠期防除前に必ず粗皮はぎを行い、薬剤が直接かかるようにする 

⚫ 藁外し → 粗皮はぎ → 休眠期防除 の順番で作業を進める 

年度 巨峰発芽 シャイン発芽 特記 

平年 4/24 4/27 過去 10 年平均値（H28～R7） 

2025 年（R7) 4/24 4/26 3～4 月の低温により平年並みの生育 

2026 年（R8) 4/14 頃 4/17 頃 平年より 10 日ほど早い見込み 

 

【特別散布（共通）】   カイガラムシ対策 

散布時期 粗皮はぎ後（発芽前） 4 月上旬頃 

散布薬剤 

水            100ℓ 

展着剤（ハイテンパワー）   10㎖ 

トクチオン水和剤         125ｇ（収穫 45 日前・3 回） 

散布量 300ℓ／10a 

適用病害虫 コナカイガラムシ類、アザミウマ類 

注意事項 

① 【注意】訪花昆虫保護のため、早朝の散布を厳守する。 

② クイーンルージュ®晩腐病対策：ベンレート水和剤 200 倍(休眠期・1 回)を加用

する。 

2026年 3月 30日 

JA中野市ぶどう部会 

JA中野市園芸課 

 

散布日： 4 月  日 

散布量：     ℓ 

裏面もご確認ください 



 

黒とう病・晩腐病対策 

⚫ 巻きひげや収穫痕、昨年の発病痕の除去 

⚫ 芽かき・新梢管理の徹底（薬液・空気の通りをよくする） 

⚫ 満開期以降の散布間隔に注意する（概ね 10 日間隔で散布する） 

⚫ 袋かけ前の防除後、早期に袋かけを行う 

【第 1 回 定期散布】   ＊対象：巨峰・ナガノパープル等 

散布時期 発芽直前 ＊4 月上中旬頃 

散布薬剤 

水            100ℓ 

展着剤（ハイテンパワー） 10㎖ 

パスポート顆粒水和剤   400g（休眠期・1 回） 

散布量 300ℓ／10a 

適用病害虫 黒とう病・晩腐病 

注意事項 ① 晩腐病密度抑制のため、発芽前に散布完了する。 

 

 

 

【第 1 回 定期散布】  ＊対象：シャインマスカット・クイーンルージュ®等 

散布時期 発芽直前 ＊4 月中旬頃 

散布薬剤 

水            100ℓ 

展着剤（ハイテンパワー） 10㎖ 

○劇デランフロアブル    500㎖（休眠期・1 回） 

散布量 300ℓ／10a 

適用病害虫 黒とう病・晩腐病 

注意事項 【注意】○劇デランフロアブルは葉焼けなどの薬害が発生するため、発芽前に散布完了する。 

 

散布日：4 月   日 

散布量：     ℓ 

散布日：4 月   日 

散布量：     ℓ 

次回特報（予定）：4月 16日頃 カイガラムシ類特散・発芽直後・展葉 3枚目の定期散布 


